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【削減状況の自己評価】

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

高梨乳業株式会社
２４１-００２３

神奈川県横浜市旭区本宿町５番地

本票作成 部署名：岡山工場　工務課

主たる業種
分類

コード 09 業種名：食料品製造業

事業の
概　要

岡山工場では県内から西日本全域にかけて販売する牛乳、加工乳、乳飲料などを製造。生産
量は年間約32,797kl（平成27年度）、従業員数は70名、年365日稼動体制となっている。

県内の
主　な
工場等

番号 工場等の名称 所　　在　　地

① 岡山工場 倉敷市片島町187-1

特定事業者
の該当要件

①燃料等原油換算1,500kℓ以上 ②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上 ③CO2換算3,000t以上

（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合） 台）

温室効果ガス 基準年度(平成 26 年度) 平成 27 )年度排出量 目標年度(平成 31 年度)

5,613 ｔCO2 5,457 ｔCO2 5,332 ｔCO2

主な工場等
の排出量

番号 工場等の名称 （平成 27 ）年度排出量

① 岡山工場 5,457 ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

削減目標の
達成状況

計画期間： 平成 27 平成 31 5 箇年度）

27 ）年度削減実績 目標削減率 目標達成

2.8 5.0 達成 未達

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容 原単位当たり排出量

基準年度 27 ）年度 目標年度

千KL 千KL 千KL

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク 対象事業の名称 ベンチマーク指標 関連数値(平成 27 年度) 達成率等

指標の状況

1)平成27年度の生産量は32,797ｋL（平成26年度31,947ｋL） 前年比増加であったが、内訳では比較的原単位が
低い
　牛乳、加工乳が増加。省エネ施策は計画とおり進捗できたと評価します。
2)平成27年度の累計電力量は前年度比で96.4％（▲165千kwh）、空調用エアハンドリングユニット送風機
　インバータ制御化並びに大型空調機の冬季完全休止等の対策により▲79千kwh削減となったほか、照明のLED
　化を推進した結果と評価しています。
3)重油は前年度比100.8％（＋6.7kL）、生産量増加による影響のほか、充填新設備の工事の影響で深夜時間帯
　ボイラー停止時間が短かったことで夜間負荷増加が挙げられますが、10月以降CIP温水リンス削減等の施策
　により対策後は効果が出ています。
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

【推進体制】
1)エネルギー使用量削減は環境マネジメントプログラム計画に基づき施策実行中。
2)各職場から選出の環境推進委員会を毎月実施。エネルギー使用量のレビューの他、エア漏れ、スチーム
　トラップの点検等をメンバーが中心となって行なっている。
3)環境委員会は工場長以下職制で編制し毎月実施。ISO14001活動全般の進捗確認等を行なっている。

工場等の名称 実施した措置及び今後の取組の内容

岡山工場 （平成２７年度実施分）
・27年度　　充填室空調エアハンドリングユニットのインバータ化▲34千kwh/年
・27年度　　充填室空調の冬季間停止（凍結防止運転とりやめ）▲14千kwh/年
・27年度　　CIP 温水ﾘﾝｽ削減による蒸気負荷削減
・27年度　　照明ＬＥＤ化（SB冷蔵庫、充填室）▲27千kwh/年

(平成２８年度計画）
・28年度　　乳飲料ｽﾄﾚｰｼﾞﾀﾝｸ用ﾁﾗｰ設備更新（▲140千kwh/年）
・28年度　　事務所棟照明ＬＥＤ化（▲4千kwh/年）

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

企業と協働の森づくり事業への参加。
・高梁市美しい森での森林保全活動参加継続。（年３回 間伐材の有効利用を目的とした活動）


